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1.  活断層データベース構築の経緯�

「固体地球科学分野における活断層データの利活用」�

◆収録されている活断層情報	
  
・大地震の震源となる長さが10	
  km以上の「起震断層」：320断層	
  
・固有の活動性を有した「活動セグメント」：583区間	
  
・これまでに活断層調査が実施された調査地点：20,586件	
  
・国内の活断層に関する文献資料：10,581件	
  

◆データベース構築の目的	
 
これまでに産総研で実施してきた活断層調査の成果を公開する

とともに，国内に分布する活断層に関する研究成果を収集し，

検索を容易にする．2005年に公開を開始．	
 

◆産総研の活断層データベースの特長	
 
(1)	
 縮尺20万分の1で編集した活断層の分布を無償で閲覧でき，

様々な縮尺の地図上で確認することができる．	
 

(2)	
 地質や地震に関する情報と重ねて表示させることができる．	
 

(3)	
 活断層の分布だけでなく，その活動履歴やずれの特性，将来

の地震発生確率を調べることができる．	
 

(4)	
 地質調査総合センター内の他の部署や外部研究機関が公表し

ている活断層情報へのリンクが豊富．	
 



2.  活断層DBの構成�
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・起震断層／活動セグメント検索�

・調査地検索�

・文献検索�

　＞海域調査，ストリップマップ�
　＞熊本地震の地表地震断層，仙台地域の津波堆積物調査（予定）�

　＞関連データの表示／関連サイトへのリンク�
　＞範囲検索／パラメータ検索／キーワード検索�
　＞起震断層／活動セグメント／調査地／イベント�
　※ズームレベルの制限／活断層トレース情報の提供制限�

　＞範囲検索／調査手法選択�
　＞イベント／変位�

・地下構造可視化システム（=  次の講演）�

・産総研による活断層調査�

　＞活断層に関する文献約2万件について検索可能�
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トップページ  →  起震断層・活動セグメント検索  →  活動セグメントの概要  →  XXX�
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3.  これまでの改修記録�
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2005年　活断層データベース公開�

2007年　（旧）「電子国土」Webシステム利用機能を追加�

2008年　「Google  maps」を導入�

2010年　「地下構造可視化システム」を公開�

2012年　活動セグメントの見直し�

　　　　　（形状変更15件，新規追加18件，削除6件）�

2014年　「地理院地図」を導入�

2015年　活動セグメントの見直し�

　　　　　（形状変更37件，新規追加28件，削除4件）�

2019年　システム改修（使用言語の変更），地図画像の追加�



4.  アクセス情報解析�
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2011/3/11	
  
東北地方	
  
太平洋沖地震	
  
（M	
  9.0）	


2014/11/22	
  
長野県北部の地震	
  
（M	
  6.7）	
  

2016/4/14,	
  16	
  
熊本地震	
  
（M	
  6.4,	
  M	
  7.3）	


2016/10/21	
  
鳥取県中部の	
  
地震（M	
  6.6）	
  

2018/4/18	
  
大阪府北部の	
  
地震（M	
  6.1）	


2018/9/6	
  
北海道胆振	
  
東部の地震	
  
（M	
  6.7）	


2018/4/9	
  
島根県西部の	
  
地震（M	
  6.1）	




自治体職員研修�

5.  普及活動�

都道府県および政令指定都市の防災担当者を対象とした

技術研修．活断層調査に関する講義のほかに，活断層

データベースに関する講義を１コマ設置．�

「活断層の学校」�

日本活断層学会が主催する学生を対象とした普及教育行事．�

産総研で実施する講義のなかで，活断層データベースと�

その操作に関する講義を１コマ実施．�
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6.  現在実施中の更新作業�
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・入力インターフェイス構築�

・調査地情報の追加�

・サーバー負荷軽減�

・津波堆積物DBとの統合�

・文献追加�

・現場写真の掲載�



・位置情報の精度向上とデータ提供�

・調査地点情報ページの充実�

・時空間ダイアグラム�

・連動型活動を踏まえた起震断層の評価�

・地下の断層形状�

・地表地震断層DB�

・海域活断層DB�

7.  将来構想と今後の課題�
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まとめ�

・産総研の活断層データベースは，地震本部における活断層の長期評価に
資することを主たる目的として構築されており，これまで地震防災に貢
献することに力を入れてきたが，固体地球科学分野に関する情報提供が
弱い．�
�
・非常に多くの断層パラメータがデータ化され収録されているが，データ
へのアクセスが容易でない．�
�
・今後の改修に合わせて，出力インターフェイスも変更していく予定なの
で，固体地球科学分野に対してどのようなデータを提供するのが望まし
いか，ご意見をいただきたい．�


